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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月6日(2013.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基部と、
　前記基部の一端部から延出されて、且つ、第１表面に駆動電極が設けられた振動アーム
と、を有し、
　前記第１表面に、前記振動アームの振動により圧縮応力または引張応力が作用する第１
領域と、
　前記第１表面と直交する側面により前記第１表面と接続される第２表面に、前記第１領
域に圧縮応力が作用する場合は引張応力が作用し前記第１領域に引張応力が作用する場合
は圧縮応力が作用する関係にある第２領域と、を有し、
　前記第１領域と前記第２領域、および、前記第１領域と前記第２領域とを接続する前記
側面に、少なくとも前記基部および前記振動アームを形成する材料よりも熱抵抗率の低い
材料からなる部材があることを特徴とする振動片。
【請求項２】
　請求項１に記載の振動片において、
　前記部材が一層、または複数層からなり、
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　前記部材の少なくとも前記第１表面、前記第２表面、および前記側面と接触する一部、
または全部が、不導体材料からなることを特徴とする振動片。
【請求項３】
　請求項２に記載の振動片において、
　前記不導体材料がダイヤモンドであることを特徴とする振動片。
【請求項４】
　請求項２に記載の振動片において、
　前記部材が、前記第１表面、前記第２表面、および前記側面の上に形成された絶縁性の
下地層と、前記下地層上に形成された金属層と、を含むことを特徴とする振動片。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の振動片において、前記基部と前記振動アームと 
が圧電体材料を用いて形成されていることを特徴とする振動片。
【請求項６】
　請求項５に記載の振動片において、
　前記圧電体材料として水晶が用いられていることを特徴とする振動片。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の振動片と、該振動片を収容するパッケージと、を
有することを特徴とする振動子。
【請求項８】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の振動片と、該振動片を発振させる発振回路を含む
回路素子と、前記振動片および前記回路素子を収容するパッケージと、を含むことを特徴
とする発振器。
【請求項９】
　請求項７に記載の振動子、または、請求項８に記載の発振器を搭載した電子機器。
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